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    1.  はじめに 
 近年、深刻化する海洋汚染により海の⽣き物が減少している。そこ 
 で、海洋汚染の原因であるごみに着⽬し、現状を改善する⽅法を考 
 える。 
    2.  研究仮説 
 海洋ごみを減らせれば、海の⽣き物を守れるのではないか 
    3.  海岸調査     薮⽥海岸 海⽼江海岸 六渡寺海岸 
 （  調査から分かったこと） 

 ●  ペットボトルや空き⽸などが多い 
 ●  家庭からのごみがほとんど 
 ●  広報活動のあとごみが減った 
 ●  河川からのごみが流れ着いている 
 ●  ごみの⼋割は県内の河川からのもの 
 ●  どの海岸でもごみの種類は同じ 

                                                          （出  典  ︓  海  洋  ご  み  実  態  調  査  （平  成  22  〜  令  和  元  年  度） 
                                のとりまとめについて（環境省）） 

 ⼀⼈⼀⼈がごみを無くす意識が富⼭湾の環境を守ることに 
                    つながるのではないか 

    ４.  対策     富⼭県が推奨するアプリ「ピリカ」に注⽬した 
 現状 

 ・富⼭県のピリカへの参加⼈数は全国でも 
  トップクラスだが認知度は低い 
 ・ゴミを拾うことに対する報酬が少ない 

    改善案 
 認知度を⾼めるために地域や企業と連携する 
 ➡ゴミを拾うことで地域で使えるポイントなどの報酬が受け取れる 
 ようになれば利⽤者が増え、清掃活動と商業活動の両⽅の活性化す 
 るのではないか 

 皆さんがごみを無くす意識を持てば現状は変わります。 
 まずは⾃分のできることからはじめていきましょう︕ 




